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【第一回変更】【第一回変更】【第一回変更】【第一回変更】    
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第２号様式（第７条、第１０条関係）第２号様式（第７条、第１０条関係）第２号様式（第７条、第１０条関係）第２号様式（第７条、第１０条関係）    

    

特定漁港漁場整備事業計画特定漁港漁場整備事業計画特定漁港漁場整備事業計画特定漁港漁場整備事業計画変更変更変更変更書書書書    

１．１．１．１．変更理由変更理由変更理由変更理由    

変更理由     

本事業は、不足する係船岸及び施設用地の整備を行い、坊勢漁港の「生産拠点漁港」としての機

能を向上させるとともに、今後30年以内に高確率で発生が予測されている「南海トラフ地震」等の

大規模な地震・津波の発生時に必要な安全性能を確保できていない施設が存在していることから、

主要な漁港施設の耐震化、耐津波化対策を行い、地震・津波の発生時にも坊勢漁港の「生産拠点漁

港」、「地域の生活・交流拠点港」としての機能維持を図ることを目的としている。 

外郭施設では、差筋により既設構造物との一体化を図る腹付コンクリート工法を当初計画してい

たが、事業着手後、耐震化する施設の詳細設計を行った結果、鉄筋の応力度を満足させるために、

既設鉄筋と差筋を定着する必要が生じ、海中で高度な精度を要するコンクリートはつり作業等は、

施工上及び品質上、困難であることが判明した。これにより対策工法を捨石腹付工法に見直す必要

が生じたため、捨石量の増加（当初計画の約4倍である約20万m3）、石材価格の上昇（当初計画の約

1.8倍）及び人件費の上昇等の影響が重なり、外郭施設の事業費は約23億円増額となった。また、係

留施設では、土質調査の結果、基礎地盤で斜面の安定性が不足することが判明したため、対策工法

として捨石盛土工を追加する必要が生じた。この結果、外郭施設同様に、捨石量の増加（当初計画

の約12倍である約2万ｍ3）等の影響により、係留施設の事業費は約2億円増額となった。 

これらの理由により、事業費は総じて約25億円増額する必要が生じたため、計画事業費を変更す

る。 

上記については、漁港及び漁場の整備等に関する法律施行規則（昭和26年農林省令第47号）第6

条第3号に規定する「計画事業費が100分の20以上増減することとなる変更」に該当することから計

画の変更を行う。 

    

２２２２．．．．変更後の変更後の変更後の変更後の目的目的目的目的    

目  的     

（１）地域の特徴 

当該地区の位置する坊勢島は、兵庫県南西部に位置する姫路市本土の南西約18㎞の家島群島にあ

り、人口は1,951人（令和5年9月末）である。漁家比率が46.5％と住民の約半数が水産業に従事する

漁業の島であり、坊勢漁港の登録漁船数は全国第１位(令和3年）を誇っている。全国的に漁業就業

者の高齢化が問題となる中、離島という条件にも関わらず若年層の漁業就業者も多い。 

 

（２）水産業の沿革と現状 

坊勢島は古くから水産業が島の基幹産業であり、現在も船曳網漁業、小型底曳網漁業、小型巻網

漁業、ノリ養殖業、カキ養殖業等の多種多様な漁業が活発に営まれている。属人漁獲量の大半は姫

路市本土側の妻鹿漁港等に陸揚げされており、妻鹿漁港の属地陸揚量の大部分が坊勢漁協所属の漁

業者によるものである。 

家島群島周辺で獲れる魚介類は、その鮮度が良いこと・漁獲量の多さから、播磨地域はもとより

京阪神の大消費圏に供給されている。坊勢漁協所属の漁業者による海面漁業属人漁獲量は8,345t(令

和3年)であり、兵庫県全体の48,232ｔにおいて約２割を占めていることから、島内のみならず兵庫

県全体の水産業にとって重要な役割を果たしている。 

坊勢漁業協同組合では平成27年に妻鹿漁港内に食堂を併設した直販施設「ＪＦぼうぜ姫路まえど

れ市場」を開設しており、近隣施設とともにフィッシュモールを形成している。直販施設ではブラ

ンド化に取り組んでいる「華姫さわら」、「白鷺はも」、「ぼうぜ鯖」、「ぼうぜがに」などをＰ

Ｒするイベントも開催され、多くの来場者を集めている。さらに観光漁業の事業化にも取り組み、

平成30年度には漁業を身近に体験してもらおうと、漁業見学船が新造されるなど、坊勢産の新鮮な



魚介類を目玉とした水産業による地域活性化、観光振興の取組が行われている。 

一方で家島群島周辺の海域は単調な砂泥域が広がり漁場に恵まれていないことから、水産資源の

増大と漁業生産の安定化を図るため、天然の好漁場である鹿ノ瀬に匹敵する大規模な漁場を造成す

る「第二の鹿ノ瀬構想」により、平成18年度から漁場整備事業が行われている。 

 

（３）漁港漁場の沿革と役割 

坊勢漁港は昭和27年に第１種漁港の指定を受け、さらに昭和43年に第２種漁港への指定変更を受

けた。坊勢島は離島特有の急深地形と海岸線まで迫る急傾斜地に囲まれた狭隘な地形で平地がほと

んどなく、漁港の立地としては厳しい条件ではあるが、昭和35年度の第２次漁港整備長期計画から

平成28年度に至るまで漁港修築事業等により継続的に防波堤、係船岸、施設用地などの漁港施設整

備が行われてきた。 

現在、坊勢漁港は西播磨圏域計画における生産拠点漁港に位置づけられており、海面漁業の出漁

拠点及びノリ養殖業の生産拠点として機能し、島の地域経済を支えるとともに、流通拠点漁港であ

る妻鹿漁港へ漁獲物を供給するなど、姫路市の水産業に重要な役割を果たしている。 

また、島内唯一の港として姫路市本土や群島内の他の島との間を結ぶ旅客船・貨物船が発着する

島の海上交通拠点の機能も有しており、通勤通学、生活物資搬入などの地域住民の生活や観光客の

訪問などの都市・漁村の交流においても重要な役割を果たしている。 

 坊勢漁港は北東側の長井地区、北西側の奈座地区、南側の西ノ浦地区の３地区に大別される。こ

のうち長井地区は漁業活動の継続に不可欠な製氷施設・冷凍冷蔵施設・給油施設が集中し、漁業活

動上の最重要拠点となっている。奈座地区は漁業活動の継続に不可欠な貯氷施設があるほか、島の

玄関口となる旅客船桟橋があり、住民生活上の最重要拠点となっている。西ノ浦地区は漁業活動の

継続に不可欠な給油施設・冷蔵貯氷施設があるほか、貨物船岸壁があり生活物資搬入や水産加工品

（ノリ）出荷の拠点となっている。 

 

（４）当該事業計画の目的 

①係船岸及び施設用地の整備による漁港機能の向上 

坊勢漁港では昭和35年以来継続的な漁港整備を行ってきたが、現在もなお係船岸や施設用地が不

足しており、非効率な漁業活動を強いられている。非効率で生産性、収益性が低い就労環境は新規

就業意欲を低下させ、坊勢島の水産業の衰退、地域活力の低下につながるとともに、陸揚の大半を

坊勢島の漁業者が占めている妻鹿漁港における陸揚減少を引き起こすこととなる。 

そこで、係船岸及び施設用地の整備を行い、坊勢漁港の「生産拠点漁港」としての機能を向上さ

せることにより、漁業活動の効率化を図るとともに、生産性、収益性を向上させ、姫路市の水産業

において重要な役割を果たしている坊勢島の水産業の活性化を図る。 

 

②施設の耐震化・耐津波化による震災時の機能確保 

坊勢漁港の漁港施設の中には、今後30年以内に高確率で発生が予測されている「南海トラフ地震」

等の大規模な地震・津波の発生時に必要な安全性能を確保できていない施設が存在している。漁港

施設の被災により給油、給氷等の出漁準備機能が喪失した場合、島内に代替となる漁港はなく、ま

た島外の漁港にも坊勢島の847隻にも及ぶ漁船を受け入れる能力はないことから坊勢島における漁

業活動の継続に重大な支障をきたすことになる。また、旅客船、貨物船の離発着機能が喪失した場

合も同様に代替となる港がないことから、住民生活にも重大な支障をきたすこととなり、復旧まで

の間に漁業者の廃業や島外への人口流出、水産業の衰退や地域活力の低下等が懸念される。さらに、

妻鹿漁港においても、被災時に属地陸揚の大半を占める坊勢島からの陸揚が失われることにより流

通拠点漁港としての機能が大きく低下し、地域の水産物流通に重大な支障をきたすことが懸念され

る。 

そこで、主要な漁港施設の耐震化、耐津波化対策を行い、地震・津波の発生時にも坊勢漁港の「生

産拠点漁港」としての機能維持を図る。このことにより、平成29年度に整備が完了した妻鹿漁港陸

揚岸壁と合わせた生産拠点、流通拠点双方の耐震・耐津波化が実現するため、震災後における漁業

活動の継続や「地域の生活・交流拠点港」としての機能の維持が期待できる。 



３３３３．変更後の．変更後の．変更後の．変更後の施行施行施行施行に係る区域及び工事に関する事項に係る区域及び工事に関する事項に係る区域及び工事に関する事項に係る区域及び工事に関する事項    

（１）区域に関する事項（１）区域に関する事項（１）区域に関する事項（１）区域に関する事項    

イイイイ    区域名区域名区域名区域名    

区域名 坊勢地区 

 

ロロロロ    所在地等所在地等所在地等所在地等    

都道府県名 兵庫県 関連市町村名 姫路市 

地域指定 離島振興対策地域、辺地、国立公園区域、急傾斜地域 

整備対象漁港名 坊勢漁港 整備対象漁場名 － 

 

ハハハハ    変更後の位置図変更後の位置図変更後の位置図変更後の位置図    

位置図  

 

 
 



写真等  

 

坊勢漁港全景 

 
 

耐震・耐津波安定性が不足している施設（平成29年4月撮影） 

 

①長２号防波堤 

 

②長３号防波堤 

 

③長４号防波堤 

 

④奈３号防波堤 

 

 

 

平成25年1月撮影(兵庫県提供) 



写真等  

 

⑤奈６号防波堤 

 

⑥奈７号防波堤 

 

⑦奈８号防波堤 

 

⑧西２号防波堤 

 

⑨西３号防波堤 

 

⑩西５号防波堤 

 

⑪亀岩Ｃ護岸 

 

⑫長井-2.0ｍ物揚場Ａ 

 

 

 

 

 



写真等  

 

⑬奈座-2.0ｍ物揚場Ａ 

 

⑭カマスガ浦Ｄ護岸 

 

⑮亀岩-3.5ｍ岸壁 

 

⑯亀岩-2.0ｍ物揚場Ｄ 

 

⑰カマスガ浦臨港道路３号 

 

⑱亀岩臨港道路Ｅ 

 

⑲長井護岸 

 

⑳亀岩護岸Ａ 

 

 

 

 

 

 



写真等  

 

奈座新港 係船岸、用地整備予定箇所現況（平成29年4月撮影） 

 
 

係船岸延長が不足し自然海岸への漁船係留状況（平成29年4月撮影） 

 

 

 

 



写真等  

漁船の二重係留状況（平成29年7月撮影） 

 

 

漁港用地外への漁具保管状況（平成29年4月撮影） 

 

 

用地が不足し漁港用地外への漁具保管を強いられている 

 

 



写真等  

 

カマスガ浦Ｄ護岸 旅客船利用状況（平成29年4月撮影） 

 

 

 
 

亀岩-3.0m岸壁 貨物船利用状況（平成29年4月撮影） 

 

 



二二二二    当該区域の水産業に係る現況、課題及び整備方針当該区域の水産業に係る現況、課題及び整備方針当該区域の水産業に係る現況、課題及び整備方針当該区域の水産業に係る現況、課題及び整備方針    

当該区域の水産業に係る現況、課題及び整備方針 

 

（１）産地の生産力強化と輸出促進による水産業の成長産業化（係船岸及び施設用地の整備による

漁港機能の向上） 

①現状と課題 

坊勢漁港は、播磨地域や京阪神地域へ水産物を供給する生産拠点として本土側の流通拠点である

妻鹿漁港とともに重要な役割を果たしている。 

一方で、847隻にも及ぶ登録漁船に対応する係船岸や活発な漁業活動に対応した施設用地を確保で

きておらず、自然海岸に漁船を係留する、漁港から離れた高台の土地に漁具を保管する等の非効率

な漁業活動を強いられている。 

そこで、漁業活動を効率化し生産性、収益性を向上させることにより水産業の将来にわたる発展

を支え地域の活力を維持・向上させるため、坊勢漁港の生産拠点漁港としての機能向上を図ること

が強く求められている。 

 

②整備方針 

不足している係船岸及び施設用地を奈座地区(奈座新港)において整備し、充足率を向上させるこ

とで漁港機能の向上を図る。 

 

（２）海洋環境の変化や災害リスクへの対応力強化による持続可能な漁業生産の確保（施設の耐震

化・耐津波化による震災時の機能確保） 

①現状と課題 

坊勢漁港は、水産業が島の基幹産業であり、播磨地域や京阪神地域へ水産物を供給する生産拠点

として本土側の流通拠点である妻鹿漁港とともに重要な役割を果たすとともに、島外への交通を確

保する地域住民の生活や都市・漁村の交流のための拠点としても重要な役割を果たしている。 

一方で、主要な防波堤、係船岸等の中には「発生頻度の高い津波」及び「発生頻度の高い津波を

引き起こす地震動」に対し必要な安全性能を確保できていない施設が存在している。そのため、今

後30年以内に高確率で発生が予測されている「南海トラフ地震」等の大規模地震が発生した場合、

生産拠点、生活・交流拠点としての機能が確保できない。 

坊勢漁港の機能が喪失し漁業活動の継続や住民生活に支障を来した場合、短期的な影響に留まら

ず、機能復旧までの間に漁業者の廃業や島外への人口流出による漁業従事者の大幅な減少、後継者

確保の困難性の加速により、島内のみならず姫路市全体の水産業や関連産業に対する打撃となり、

地域活力を低下させることとなる。 

そこで、地震・津波の発生後においても漁港機能が維持されることで漁業活動の継続や住民生活

の利便性を確保し、水産業の将来にわたる発展を支えるとともに漁業従事者をはじめ地域住民の震

災に対する不安を軽減することが強く求められている。 

 

②整備方針 

漁業活動の継続にとって重要である製氷貯氷施設、冷凍冷蔵施設、給油施設を背後に有する岸壁

及び護岸、住民生活に不可欠な定期旅客船、貨物船が発着する特定目的岸壁及び臨港道路並びにこ

れら施設を防護する防波堤について、耐震化、耐津波化対策を行い、震災時においても生産拠点及

び地域住民の生活拠点としての機能の確保を図る。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    



ホホホホ    整備対象漁港及び整備対象漁場の現況及び将来見通し整備対象漁港及び整備対象漁場の現況及び将来見通し整備対象漁港及び整備対象漁場の現況及び将来見通し整備対象漁港及び整備対象漁場の現況及び将来見通し    

（平成27年12月現在） 

（変更時現況）                            令和３年12月現在 

整備対象 

漁港名 

 

坊勢漁港 

（第２種） 

属地陸揚量  (7,253) 

7,173 ｔ 

属地陸揚金額 (1,948) 

1,498 百万円 

属人漁獲量  (15,827) 

15,851 ｔ 

登録漁船隻数  (900) 

847 隻 

利用漁船実隻数   (959) 

901 隻 

漁船以外利用   (93) 

船舶隻数      48 隻 

主な漁業種類 

（船曳網、小型底曳網、ノリ養殖） 

 船曳網、小型底曳網、中型巻網、ノリ養殖、

カキ養殖 

主な魚種 

 （イカナゴ、シラス、ノリ） 

シラス、ハモ、アジ、ノリ、カキ 

（目標年：令和9年） 

（将来の見通し）                           目標年：令和17年 

整備対象 

漁港名 

 

坊勢漁港 

（第２種） 

属地陸揚量  (7,243) 

7,206 ｔ 

属地陸揚金額 (1,942) 

2,063 百万円 

 

登録漁船隻数   (828) 

707 隻 

利用漁船実隻数   (878) 

782 隻 

漁船以外利用  (55) 

船舶隻数     52 隻 

主な漁業種類 

船曳網、小型底曳網、小型巻網、ノリ養殖、

カキ養殖 

主な魚種 

（ノリ、イカナゴ、イワシ、カキ） 

シラス、ハモ、アジ、ノリ、カキ 

（将来見通しの考え方） 

 

【属地陸揚量】 

令和17年予測値は、漁獲量の増減見込と経営体の増減見込から検討を行い、漁獲量に経営体の

増減率を乗じた値により算出した。 

 

【属地陸揚金額】 

令和17年予測値は、単価の変動はないと想定し、令和17年の属地陸揚量に直近５年の単価の平

均値を乗じた値を採用した。ただし、魚類中心の漁船漁業とノリ中心の養殖漁業では単価が大き

く異なるため、漁船漁業と養殖漁業で個別に算出した。 

 

【登録漁船数】 

令和17年予測値は、過去10年間の登録漁船数の傾向（0～3t、3～5tは減少傾向、5～10t、10

～20tは増加）を考慮するため、回帰直線の値を採用した。 

 

【利用漁船数】 

令和17年予測値は、10～20t、20～50t、50～100t、100～200t、200～500tの利用漁船数が引き

続き増減すると想定し、回帰直線の値を採用した。なお、令和3年実績が0隻の0～3t、3～5t、5

～10tについては0隻とした。 

 

【漁船以外利用船舶数】 

令和17年予測値は、現在の隻数を維持すると想定し、直近３年の平均値を採用した。 

 



（２）（２）（２）（２）変更後の変更後の変更後の変更後の工事に関する事項工事に関する事項工事に関する事項工事に関する事項    

イイイイ    主要施設の種類、規模及び配置等主要施設の種類、規模及び配置等主要施設の種類、規模及び配置等主要施設の種類、規模及び配置等    

（漁港施設） 

都道府県名 整備対象漁港名 漁港種類 所管 事業主体名 漁港管理者名 

兵庫県 坊勢漁港 第２種 離島 姫路市 姫路市 

計画施設 計画工事種目 

変更前の 

計画数量 

令和6年10月 

第1回変更 

備   考 

単位 計画数量 単位 計画数量 

外  郭 

長２号防波堤（改良） ｍ 9 ｍ 9 昭和61年 

長３号防波堤（改良） ｍ 60 ｍ 60 平成8年 

長４号防波堤（改良） ｍ 140 ｍ 140 平成7年 

奈３号防波堤（改良） ｍ 146 ｍ 146 

昭和62年 

平成7年 

奈６号防波堤（改良） ｍ 30 ｍ 30 平成14年 

奈７号防波堤（改良） ｍ 270 ｍ 270 平成23年 

奈８号防波堤（改良） ｍ 64 ｍ 64 平成22年 

西２号防波堤（改良） ｍ 15 ｍ 15 平成2年 

西３号防波堤（改良） ｍ 140 ｍ 140 平成10年 

西５号防波堤（改良） ｍ 100 ｍ 100 平成14年 

亀岩Ｃ護岸（改良） ｍ 21 ｍ 20 平成9年 

係  留 

長井-2.0ｍ物揚場Ａ（改良） ｍ 55 ｍ 55 平成13年 

奈座-2.0ｍ物揚場Ａ（改良） ｍ 25 ｍ 30 昭和50年 

奈座新港-2.0ｍ物揚場Ｂ－２ ｍ 9 ｍ 9 新 設 

奈座新港-2.0ｍ物揚場Ｅ ｍ 47 ｍ 47 新 設 

カマスガ浦Ｄ護岸（改良） ｍ 60 ｍ 60 平成12年 

亀岩-3.5ｍ岸壁（改良） ｍ 30 ｍ 30 平成26年 

亀岩-2.0ｍ物揚場Ｄ（改良） ｍ 35 ｍ 40 平成9年 

輸  送 

カマスガ浦臨港道路３号（改良） ｍ 30 ｍ 30 平成13年 

亀岩臨港道路Ｅ（改良）    ｍ 192 ｍ 192 平成26年 

用  地 

長井護岸（改良） ｍ 23 ｍ 23 昭和49年 

奈座新港護岸Ｆ ｍ 56 ｍ 56 新 設 

奈座新港用地 m

2

 1,637 m

2

 1,637 新 設 

亀岩護岸Ａ（改良） ｍ 43 ｍ 43 平成26年 

 



ロロロロ    工事の着手及び完了の予定時期工事の着手及び完了の予定時期工事の着手及び完了の予定時期工事の着手及び完了の予定時期    

着手年度 平成30年度 完了予定年度 

（令和9年度） 

令和17年度 

 

ハハハハ    計画平面図計画平面図計画平面図計画平面図    

計画平面図（当初）  

 

別紙 

 

計画平面図（変更）  

 

別紙 

 

    

４４４４．．．．変更後の変更後の変更後の変更後の事業費に関する事項事業費に関する事項事業費に関する事項事業費に関する事項    

 変更前の計画事業費 令和6年10月第1回変更 

計画事業費 2,390（百万円） 4,974（百万円） 

    

５５５５．．．．変更後の変更後の変更後の変更後の効果に関する事項効果に関する事項効果に関する事項効果に関する事項    

１．主要な水産施策別の事業効果  

①災害リスクへの対応力強化 

 坊勢漁港は生産拠点漁港及び生活拠点港として重要な役割を果たしているが、地震・津波により

被災する可能性が高く、漁業活動の継続や住民生活に支障を来すだけでなく、坊勢島の水産業の衰

退、地域活力の低下が懸念される。 

 本事業により漁業活動の継続に重要な施設に面する岸壁・護岸、特定目的岸壁及び臨港道路並び

にこれら施設を防護する防波堤について耐震・耐津波化を行い、震災時にも生産拠点、生活拠点と

しての機能を確保することで、被災後においても漁業活動の継続が可能となる。 

 

②拠点漁港等の生産・流通機能の強化 

 坊勢漁港は生産拠点漁港として重要な役割を果たしているが、係船岸や施設用地が不足している

ため非効率で生産性、収益性が低い漁業活動を強いられている。 

 本事業により係船岸及び施設用地を整備し生産拠点漁港としての機能を向上させることで、漁業

活動の効率化を図り生産性、収益性が向上される。 

 

２．地域に与える影響  

 漁港施設の耐震化、耐津波化を図ることで、水産業の早期再開が可能となり、地域経済への影響

を軽減させるとともに、生活航路としての機能が維持されることによる坊勢島での生活基盤の確保

に寄与する。 

 

 



３．費用対効果分析結果 

社会的割引率          4.0％ 投資期間      平成30年～令和17年 

現在価値化の基準年度      令和5年 施設の耐用年数          50年 

貨幣化による分析結果 

 

 変更前の分析結果 令和6年10月第1回変更 

貨幣化した効果項目 

①生命・財産保全・防御効果 

②水産物生産コストの削減効果 

①生命・財産保全・防御効果 

②水産物生産コストの削減効果 

総便益額Ｂ 4,079百万円 4,401百万円 

総費用額Ｃ 1,779百万円 3,865百万円 

費用便益比率（Ｂ／Ｃ） 2.29 1.14 

参 考 

純現在価値(B-C)：2,300百万円 純現在価値(B-C)：536百万円 

内部収益率(IRR)：12.2％ 内部収益率(IRR)：4.4％ 

４．事業の定量的・定性的効果 (貨幣化が困難な効果)  

震災時にも基幹産業である水産業の操業継続、島外への通勤通学、生活物資の搬入等が可能とな

ることで震災への不安が軽減されるとともに、震災による漁業活動継続困難、生活不便による島外

への人口流出を抑制することができる。 

また、ブランド化に取り組んでいる坊勢島の魚介類について、震災時にも市場への供給が可能と

なり、ブランド価値を維持することができる。 

 また、事業を通して建設業や家島群島の主要産業である採石業の需要が発生することで地域の雇

用創出につながり、地域の活性化に寄与する。 

 

    

６６６６．．．．変更後の変更後の変更後の変更後の環境との調和に関する事項環境との調和に関する事項環境との調和に関する事項環境との調和に関する事項    

環境との調和に関する事項     

既存施設の改良については、施設の形状寸法に大幅な変更は生じないため、港内の水質などへの

影響はほとんど無いと想定されるが、実施に当たり環境調査を実施するなど、影響の評価に努める。 

近隣の海域ではノリ養殖が行われていることから、防波堤等工事の石材投入の際には汚濁防止膜

を設置するなど海洋汚染の防止に努め、岸壁及び用地の新設については、直立消波ブロック式を採

用し、水中コンクリート打設を避けることで港内の水質の保全を図る。また、埋立土砂の投入につ

いては、埋立護岸の概成後、つまり海域と埋立地内とが仕切られた後に土砂投入を行うことで、海

域への汚濁の拡散を可能な限り抑制するような施工手順で工事を行う。 

さらに、維持管理においては既設照明灯のＬＥＤ化を推進することにより環境負荷の軽減を図

る。 

    



７７７７．．．．変更後の変更後の変更後の変更後の他の水産業に関する施設との関係に関する事項他の水産業に関する施設との関係に関する事項他の水産業に関する施設との関係に関する事項他の水産業に関する施設との関係に関する事項    

施設名 施設規模・内容 本事業との関連性 備  考 

長井給油施設 

３基 

容量200kl 

漁業活動の継続に不可欠な

給油施設、製氷貯氷施設及び冷

凍冷蔵施設であり、本事業で関

係する岸壁、護岸及び防波堤の

改良を行う。 

整備年次 

平成７年度 

亀岩給油施設 

１基 

容量100kl 

整備年次 

 平成21年度 

長井製氷貯氷庫 

１棟 

476m

2

 

整備年次 

 平成14年度 

奈座貯氷庫 

１棟 

183m

2

 

整備年次 

 平成６年度 

西ノ浦冷蔵庫 

１棟 

319m

2

 

整備年次 

 昭和55年度 

長井冷凍冷蔵施設 

１棟 

498m

2

 

整備年次 

 昭和57年度 

坊勢漁港 

ふれあいプラザ 

１棟 

172m

2

 

 本事業で改良を行う旅客船岸

壁の関連施設（待合所）である。 

整備年次 

 平成29年度 

妻鹿漁港 

浮桟橋 

１基 

L66ｍ×W21ｍ 

 主な陸揚げ場である姫路市本

土側の妻鹿漁港での陸揚作業

効率化が期待される。 

整備年次 

 令和5～令和9年度 

播磨灘 

増殖場造成 

106.9㏊ 

 海域全体の水産資源の底上げ

と漁業生産の安定が図られる。 

整備年次 

 平成30～令和9年度 
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坊勢漁港　特定漁港漁場整備事業計画平面図（当初）
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